


　
令
和
８
年
５
月
29
日
に
盛
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
第

12
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
議
長
に
は
宮
古

市
の
伊
藤
清
総
代
が
選
任
さ
れ
、慎
重
な
審
議
の
結
果
、

全
10
議
案
が
原
案
ど
お
り
に
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手
で
は
「
よ
り
身
近
に
、
よ
り
丁
寧

に
、
農
家
の
も
と
へ
」
を
行
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
総
共

済
金
額
１
兆
１
６
８
８
億
円
の
達
成
と
４
３
５
１
経
営

体
の
収
入
保
険
加
入
を
目
指
し
て
令
和
８
年
度
も
農
業

保
険
の
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。

総
代・役
員
定
数
を
変
更

全
10
議
案
可
決
承
認

総代総数…………… 225名
本人出席…………… 106名
代理出席……………… 1名
書面出席…………… 115名
出席者合計………… 222名
議決権数（議長を除く）… 221　

総代会とは
　組合員の声を反映させる実質的
な最高意思決定機関。組合員の代表

（総代）が出席し、理事から提出さ
れた議案を審議します。

総代定数理事定数

230人
↓

180人

19人
↓

14人

沼田弘美組合長 議長をつとめた宮古市の伊藤清総代

　理事の定数のうち、
少なくとも11人は組
合員となります。

※令和９年５月１日就任の総代、令和９年６月１日
就任の役員から適用します

※待期間（原則として共済金が支払われな
い期間）についても同様となります	

※受精卵の発育に要した日数が7日ではな
いことが 確認できる場 合は 、胎児の補
償、待期間の適用ともに240日からその日
数を差し引いた日数とします

　
組
合
員
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
総
代
お
よ
び

役
員
（
理
事
）
の
定
数
を
変
更
し
ま
す
（
図
１
参
照
）。

　
ま
た
、
役
員
候
補
者
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
の
年

齢
を
、
75
歳
以
上
か
ら
77
歳
以
上
に
変
更
し
ま
す
。

（
４
、５
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
共
済
部
長
の
年
手
当
を
引
き
上
げ
ま
す
。

（
6
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

農
作
物
共
済
勘
定
の
特
別
積
立
金
を
１
４
２
７
万 

５
０
０
０
円
以
内
で
取
り
崩
し
て
、
損
害
防
止
費
用
に
充

て
ま
す
。

　
共
済
金
の
支
払
い
に
不
足
が
生
じ
た
場
合
、
最
高
額
を

10
億
円
と
し
て
16
の
金
融
機
関
か
ら
資
金
を
借
り
入
れ
ま

す
。

　
各
事
業
、
加
入
方
式
等
の
事
務
費
賦
課
単
価
を
設
定
し

ま
し
た
。
賦
課
総
額
８
億
７
９
７
７
万
円
と
し
て
業
務
収

入
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
県
内
の
15
の
金
融
機
関
を
運
用
先
と
し
ま
す
。

　
役
員
22
人
（
理
事
19
人
、
監
事
3
人
）
の
１
年
間
の
報

酬
の
総
額
を
１
８
８
０
万
円
以
内
、
顧
問
弁
護
士
の
報
酬

の
年
額
を
55
万
円
以
内
と
し
ま
す
。

　

家
畜
共
済
の
受
精
卵
移
植
に
よ
る
牛
の
胎
児
に
つ
い

て
、
受
精
卵
の
発
育
期
間
が
一
般
的
に
は
７
日
間
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
補
償
の
対
象
範
囲
を
見
直
し
ま
す
（
図
２
参

照
）。

令和8年7月1日
以降からの補償 現行

母牛に対する
受精卵移植の日

から起算して
233日以上

母牛に対する
受精卵移植の日

から起算して
240日以上

　

大
槌
町
山
林
火
災
に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ
た
み
な
さ
ま

に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
日
常
の
生
活

が
一
日
も
早
く
取
り
戻
せ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
、
総
共
済
金
額
１
兆
２
１
２
２
億
円
、

収
入
保
険
加
入
は
４
３
２
３
経
営
体
の
実
績
と
な
り
、
２

年
ぶ
り
に
農
業
共
済
と
収
入
保
険
の
両
方
で
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。み
な
さ
ま
の
多
大
な
る
ご
支
援
、

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
県
内
で
は
昨
年
、干
害
や
風
水
害
、獣
害
な
ど
が
発
生
し
、

共
済
金
、
保
険
金
等
合
わ
せ
て
24
億
２
４
０
0
万
円
ほ
ど

を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。
農
業
者
の
基
幹
的
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
し
て
大
き
く
貢
献
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

無
保
険
者
を
無
く
し
、
被
災
し
た
全
て
の
農
業
者
が
補

償
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
令
和
８
年
度
も
目
標
達
成
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

第12回
通常総代会

組合長あいさつ

令
和
７
年
度
加
入
推
進
目
標
達
成

被
災
し
た
農
業
者
を
支
え
る

提
出
議
案

岩
手
県
農
業
共
済
組
合
定
款
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処

分
案
及
び
不
足
金
処
理
案
の
承
認
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
損
害
評
価
会
委
員
、
損
害

評
価
員
、
共
済
部
長
及
び
家
畜
診
療
所

運
営
委
員
の
手
当
等
の
決
定
に
つ
い
て

賛
成
2
2
0
、反
対
０
、採
決
時
不
在
1　

令
和
８
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に

つ
い
て

特
別
積
立
金
の
取
崩
額
決
定
に
つ

い
て

借
入
金
の
方
法
、
利
率
及
び
償
還

方
法
の
決
定
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
事
務
費
賦
課
総
額
及

び
賦
課
単
価
の
決
定
に
つ
い
て

余
裕
金
の
運
用
先
の
決
定
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
役
員
報
酬
の
総
額
及
び

顧
問
の
報
酬
の
年
額
の
決
定
に
つ
い
て

岩
手
県
農
業
共
済
組
合
事
業
規
程

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

賛
成
2
1
2
、反
対
9　

賛
成
2
2
1
、反
対
0　

賛
成
2
2
1
、反
対
0　

賛
成
2
2
0
、反
対
０
、採
決
時
不
在
1　

賛
成
2
2
1
、反
対
0　

賛
成
2
2
0
、反
対
０
、棄
権
1　

賛
成
2
2
1
、反
対
0　

賛
成
2
2
1
、反
対
0　

賛
成
2
2
1
、反
対
0　

議案
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議案
第4号

議案
第8号

議案
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議案
第5号

議案
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図１：総代・理事定数の変更

図2：受精卵移植による胎児の補償
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　農作物共済では、６月から７月に高温・少雨が続いたことで、水稲の干害が発生。また、イノシシやニホン
ジカによる獣害も発生しています。建物共済では、火災による支払額が増加。農機具共済の支払いで最も多かっ
た事故は、衝突でした。園芸施設共済では、４月に風害、11 月から３月にかけては風害と雪害が発生しました。
家畜共済（死廃事故）の主な内訳は、心不全、ダウナー症候群、腸炎、肺炎、胎児異常などでした。

令和７年度 事業実績・令和８年度 事業計画

合計
17億147万円

支払共済金

家畜
（期末調整反映後）
10億9,347万円

果樹
1,603万円

畑作物
1,490万円

園芸施設
4,230万円

建物 4億672万円

農機具 8,093万円 農作物 4,709万円

合計
23億1,550万円

組合員負担
共済掛金

家畜
（期末調整反映後）
5億6,628万円

果樹 
672万円
畑作物 
471万円

園芸施設
5,354万円

建物
13億2,495万円

農機具
2億9,716万円

保管中農産物 5万円 農作物 6,208万円

　その他 4億7,345万円

①11億6,143万円

③2億3,205万円
④3億223万円

②6億6,199万円

①11億6,201万円

③2億2,935万円
④2億9,361万円

②6億8,400万円

その他 3億4,607万円

②2億8,604万円
③1億6,535万円

⑤2,087万円
④1,585万円

　その他 4億6,669万円

①18億7,635万円

②1億9,172万円

③1億5,991万円

④882万円
⑤473万円
その他 4億964万円

①19億4,022万円

①2億240万円

③1,950万円
④1,013万円

②1億750万円

①2億1,415万円

③3,137万円
④1,019万円

②1億2,013万円

その他 357万円

②6,512万円
③4,274万円

⑤696万円
④826万円

　その他 1,461万円

①2億3,150万円

②6,040万円

③4,033万円
④931万円
⑤662万円
その他 1,342万円

①2億4,751万円

①受取補助金…国などから交付される補助金
②事業勘定受入…損害防止事業の財源として特別積立金

から取り崩した金額など
③賦課金…組合員から納入された賦課金
④受取利息…預金、有価証券などの利息収入

①病傷事故診療収入…共済事故の診療収入（１点の価額
　　　　　　　　　 12円）

②病傷事故外診療収入…共済事故外及び未加入家畜の診      
　　　　　　　　　　 療収入

③診療雑収入…防疫事業や牧野衛生事業委託による収入
④業務勘定受入…損害防止事業、共済事故確認等による

　　　　　　　 収入など

令和７年度決算
27億1,504万円

令和７年度決算
3億7,941万円

令和７年度決算
27億1,504万円

令和７年度決算
3億7,759万円

令和８年度予算
28億3,115万円

令和８年度予算
3億3,953万円

令和８年度予算
28億3,115万円

令和８年度予算
3億6,919万円

①人件費…役員報酬、職員給料手当の費用など
②業務費…会議に要する費用や共済部長、総代の報酬など
③施設費…車両や事務所施設の維持管理に要する費用など
④損害防止費…事故や被害を未然に防ぐために要する費用
⑤損害評価費…損害評価に要する費用および、損害評価員な

どの報酬

①診療人件費…家畜診療所の職員給料手当、法定福利費　
　　　　　　など

②医療品消耗費…医療品、医療用消耗品の費用
③診療所維持費…診療所の消費税・法人税、事務費、光熱水

　　　　　　　 費など
④賃借料…診療車と医療機器のリース料
⑤往診費…診療に使用したガソリンの購入費

〈 収　入 〉

〈 収　入 〉

〈 支　出 〉

〈 支　出 〉

令和７年度 業務収支決算・令和８年度 業務収支予算

令和７年度 家畜診療所事業収支決算・令和８年度 家畜診療所事業収支予算
令和7年度実績 令和8年度計画

水 稲
引受面積
共済金額

2,193,931㌃
159億2,944万円

2,214,743㌃
200億8,048万円

麦
引受面積
共済金額

125,148㌃
２億4,886万円

106,350㌃
２億743万円

農 作物共 済

令和7年度実績 令和8年度計画

大 豆
引受面積
共済金額

114,150㌃
１億6,927万円

100,600㌃
１億5,423万円

ホップ
引受面積
共済金額

1,511㌃
5,352万円

1,661㌃
7,479万円

そ ば
引受面積
共済金額

23,425㌃
2,344万円

24,750㌃
2,283万円

畑 作物共 済

令和7年度実績 令和8年度計画
引受棟数
共済金額

89,350棟
１兆714億1,524万円

87,913棟
１兆275億8,079万円

建 物 共 済

令和7年度実績 令和8年度計画
引受台数
共済金額

23,814台
805億9,643万円

22,861台
756億3,000万円

農機具共 済

令和7年度実績 令和8年度計画
引受経営体数 4,323経営体 4,351経営体

経営対数 支払金額
339経営体 7億2,349万1,350円

収 入 保 険

令和7年度実績 令和8年度計画
引受口数
共済金額

16口
1,600万円

16口
1,600万円

保管中農産物補償共済

保険金等支払い実績

令和7年度実績 令和8年度計画
引受頭数
共済金額

372,497頭
350億2,088万円

355,596頭
372億2,841万円

家 畜 共 済

令和7年度実績 令和8年度計画

りんご
引受面積
共済金額

13,047㌃
３億4,050万円

14,630㌃
４億2,030万円

ぶどう
引受面積
共済金額

1,139㌃
2,366万円

1,160㌃
2,817万円

果 樹 共 済

令和7年度実績 令和8年度計画
引受棟数
共済金額

17,942棟
84億1,352万円

17,170棟
74億2,705万円

園芸施設共済

※4〜 5ページの数字表記は、1万円未満切り捨てとしています。そのため、内訳の合計が、表記されている合計金額と合わない場合があります。ご了承ください

令和７年度共済掛金と支払共済金（損益計算書より）
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全
国
各
地
で
大
規
模
な
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま

す
。
農
業
保
険
の
普
及
に
よ
っ
て
、
被
災
し
た
農
業
者
の

早
期
経
営
再
建
を
支
え
る
の
が
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
使
命
で
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手
で
は
、
幅
広
い
リ
ス
ク
を
補
償
し
、

か
つ
、
補
償
水
準
の
高
い
収
入
保
険
の
加
入
を
優
先
的
に

推
進
し
て
い
ま
す
。
加
入
要
件
で
あ
る
青
色
申
告
実
績
が

な
い
農
業
者
に
は
農
業
共
済
の
加
入
を
推
進
し
、
令
和
８

年
度
も
組
織
一
丸
と
な
っ
て
農
業
保
険
の
普
及
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手
で
は
、
令
和
５
年
度
第
１
回
臨
時
総

代
会
で
議
決
さ
れ
た
「
農
業
共
済
団
体
に
対
す
る
監
督
指

針
」
に
お
け
る
実
施
体
制
改
善
計
画
に
基
づ
き
、
業
務
の

合
理
化
・
効
率
化
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
等
遵
守
）

態
勢
強
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
の

改
善
策
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

 

業
務
の
合
理
化
・
効
率
化

　
画
像
に
よ
る
家
畜
共
済
の
事
故
確
認
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
積
極
的
に
活
用
し
ま
す
。

　

 

行
政
・
関
係
団
体
と
の
連
携

　
農
業
保
険
の
普
及
や
収
入
保
険
の
加
入
要
件
と
な
っ
て

い
る
青
色
申
告
者
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
行
政
や
農
業
生

産
に
係
る
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

　

 

人
材
育
成
と
役
職
員
の
資
質
向
上

　
農
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
適
切
に
農
業
保
険
を
推

進
す
る
た
め
、
研
修
な
ど
に
よ
る
人
材
育
成
に
力
を
入
れ

ま
す
。

　

 

現
金
の
取
り
扱
い
を
廃
止

　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
確
立
お
よ
び
事
務
効
率
化

の
観
点
か
ら
、
令
和
８
年
度
よ
り
共
済
掛
金
等
の
現
金
集

金
業
務
を
廃
止
し
て
い
ま
す
。

　
共
済
掛
金
等
の
支
払
い
は
原
則
と
し
て
口
座
振
替
で
す

が
、
口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
な
ど
の
対
応
策
と

し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

　

 

女
性
役
員
の
登
用

　
女
性
役
員
の
登
用
に
つ
い
て
理
事
会
で
承
認
さ
れ
、
令

和
９
年
度
の
役
員
改
選
時
か
ら
登
用
さ
れ
ま
す
。

　
役
員
候
補
者
に
で
き
な
い
年
齢
を
引
き
上
げ
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
若
手
を
積
極
的
に
登
用
す
る
努
力

を
し
て
若
返
り
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
令
和
７
年
11
月
に
公
表
さ
れ
た
農
林
業
セ
ン
サ
ス

（
概
数
値
）
に
よ
る
と
、
岩
手
県
の
農
業
従
事
者
（
個

人
）
の
う
ち
75
歳
以
上
が
占
め
る
割
合
は
35
・
９
％

で
、組
合
合
併
時
（
平
成
27
年
）
と
比
べ
て
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
社
会
状
況
・
農
業
構
造
の
変

化
に
合
わ
せ
て
現
在
の
規
定
を
見
直
し
、
役
員
に
な

る
た
め
の
年
齢
の
幅
を
広
げ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
若
い
方
を
選
任
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

補
償
水
準
の
高
い
収

入
保
険
の
加
入
拡
大

に
努
め
る

・
全
て
の
農
産
物
が
補

償
の
対
象

・
自
然
災
害
だ
け
で
な

く
、
市
場
価
格
低
下

な
ど
も
補
償

・
つ
な
ぎ
融
資
に
よ
る

迅
速
な
対
応

さ
ら
な
る
補
償

ア
ッ
プ
を
提
案

・
高
い
補
償
割
合
を
選

択
で
き
る
品
質
方

式
、
全
相
殺
方
式
の

推
進

・
農
業
者
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
特
約
の
付
帯

　  

検
討
・
検
証
中
の
課
題

・
営
業
所
の
機
能
、
役
割

・
共
済
関
係
者
の
な
り
手
不
足
へ
の
対
応

・
家
畜
診
療
所
の
運
営
改
善　
　
　
　
　
　
　
な
ど

総
代
会
の
詳
し
い
内
容
は
議
事
録
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

閲
覧
を
希
望
す
る
方
は
、
本
所
ま
た
は
各
基
幹
セ
ン
タ
ー

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
８
年
度
事
業
計
画

報　
告　
事　
項

主
な
質
問
・
意
見

  

議
案
第
１
号

答
弁　
　

頻
発
す
る
自
然
災
害

農
業
保
険
で

経
営
再
建
を
支
え
る

農
業
保
険
を
全
て
の
農
業
者
に

～
収
入
保
険
を
優
先
的
に
推
進
～

実
施
体
制
改
善
策
の

実
施
状
況

４月の強風で被害を受けたビニールハウス
コンビニ収納は、早朝、夜間でも共済掛
金等の支払いができます

全議案が可決承認されました

農業者から農業機械の操作方法を学ぶ新採用職員

青
色
申
告
の
方
に
は

白
色
申
告
の
方
に
は

収
入
保
険

農
業
共
済

遠野市
菊池 良幸 総代
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輝く岩手の農業人

１
日
１
回
の
搾
乳
で
効
率
化

栄
養
満
点
の
乳
製
品

「完全放牧型の飼育で牛が健康に育つだけでなく、労力や時間、
コスト削減にもつながった」と差畑さん

龍泉洞入り口にあるカフェ「しんろ」。さしはた牧場
の乳製品を使用したメニューを味わうことができる

さしはた牧場の乳製品。差畑さんの一番の
おすすめは「うみかぜさけるチーズ」

　

ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
を
24
時
間
３
６
５
日

完
全
放
牧
で
飼
養
す
る
岩
泉
町
小
本
の

「
さ
し
は
た
牧
場
」。
生
乳
を
チ
ー
ズ
や

ヨ
ー
グ
ル
ト
に
加
工
し
て
販
売
し
て
い

ま
す
。
代
表
を
つ
と
め
る
差
畑
忠
司
さ

ん（
70
）
は「
完
全
放
牧
な
の
で
牛
は
ス

ト
レ
ス
フ
リ
ー
。
搾
乳
は
１
日
１
回
で

す
。
労
働
時
間
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

広大な放牧地でのびのび過ごすジャージー牛

　
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
の
１
日
１
回
の
搾
乳
は
、
海

外
の
実
例
を
参
考
に
令
和
６
年
か
ら
始
め
ま

し
た
。
搾
乳
に
使
う
時
間
は
１
時
間
ほ
ど
で

す
。「
商
品
づ
く
り
な
ど
、
別
の
作
業
に
時

間
を
使
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」
と
作
業

効
率
の
向
上
を
実
感
す
る
差
畑
さ
ん
。
当
初

は
牛
が「
搾
乳
し
て
ほ
し
い
」と
近
く
に
寄
っ

て
く
る
た
め
、
苦
労
し
た
と
い
い
ま
す
。「
か

わ
い
そ
う
だ
け
ど
、
牛
が
寄
っ
て
き
て
も
知
ら

ん
ぷ
り
。
そ
う
す
る
と
牛
も
慣
れ
て
く
れ
ま

し
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
「
自
分
た
ち
で
作
っ
た
乳
製
品
を
売
り
た

い
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
」
と
差
畑

さ
ん
。
令
和
７
年
６
月
に
、カ
フ
ェ
「
し
ん
ろ
」

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
お
店
が
あ
る
の
は
、

龍
泉
洞
入
り
口
の
脇
で
す
。
同
牧
場
の
生
乳

を
使
っ
た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

同
牧
場
の
加
工
品
の
な
か
で
、
差
畑
さ
ん

が
特
に
お
す
す
め
す
る
の
が
、
さ
け
る
チ
ー
ズ

と
ヨ
ー
グ
ル
ト
。
ど
ち
ら
も
さ
っ
ぱ
り
し
た
後

味
と
な
め
ら
か
な
舌
触
り
が
特
徴
で
す
。「
ビ

タ
ミ
ン
や
カ
ル
シ
ウ
ム
、
β
カ
ロ
テ
ン
な
ど
が

豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
健
康
に
良
い
で
す

よ
」
と
差
畑
さ
ん
。
今
後
は
都
心
で
の
販
路

拡
大
や
、
牛
舎
を
改
築
し
た
焼
き
肉
レ
ス
ト

ラ
ン
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

　

24
頭
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
を
飼
養
す
る
同
牧

場
。
放
牧
地
で
は
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
が
自
由

に
草
を
食
べ
て
の
び
の
び
過
ご
す
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
差
畑
さ
ん
は
「
雨
や
雪
の

日
で
も
放
牧
し
て
い
ま
す
。
牛
た
ち
は
自
然

豊
か
な
環
境
で
た
く
さ
ん
歩
く
の
で
、
健
康

に
育
ち
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

完
全
放
牧
は
、
平
成
22
年
か
ら
開
始
し
ま

し
た
。
放
牧
地
に
は
木
箱
を
設
置
。
青
草
が

少
な
い
時
期
や
冬
場
は
、
木
箱
に
牧
草
ロ
ー

ル
を
入
れ
て
給
餌
し
て
い
ま
す
。
差
畑
さ
ん
は

「
牛
舎
に
牛
が
入
る
の
は
搾
乳
と
生
後
間
も

な
い
子
牛
の
世
話
、
削
蹄
の
時
だ
け
。
放
牧

を
す
る
こ
と
で
排
泄
物
の
処
理
や
給
餌
の
手

間
が
減
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

牛
も
人
も
、
負
担
少
な
く

完
全
放
牧
で

牛
も
人
も
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー

差
さ し は た

畑 忠
た だ し

司 さん

岩泉町

さしはた牧場
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保
険
料
等
の
支
払
期
限
を
延
長

　
保
険
期
間
を
開
始
す
る
日
か
ら
起
算
し
て
11
カ
月
を
経

過
す
る
日
を
限
度
と
し
て
、
保
険
料
等
の
支
払
期
限
を
延

長
し
ま
す
。

※
基
準
収
入
金
額
の
算
定
等
に
伴
う
保
険
料
等
の
追
徴
に
つ
い

て
は
、
支
払
い
の
分
割
回
数
が
残
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
原

則
と
し
て
支
払
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

電
話
に
よ
る
加
入
申
請
の
受
付

　
収
入
保
険
へ
の
加
入
を
希
望
す
る
方
で
、
林
野
火
災
に

よ
っ
て
加
入
申
請
手
続
き
（
書
類
の
提
出
）
が
困
難
な
場

合
は
、
加
入
申
請
期
限
内
で
あ
れ
ば
電
話
で
の
加
入
申
し

込
み
を
受
付
し
ま
す
。

※
加
入
申
請
期
限
は
保
険
期
間
開
始
月
の
前
月
末
日
ま
で
で
す
。

ま
た
、
加
入
申
請
書
類
等
に
つ
い
て
は
後
日
提
出
を
お
願
い

し
ま
す

営
農
計
画
の
変
更
は

「
作
付
か
ら
１
か
月
以
内
に
」

　
収
入
保
険
加
入
時
に
申
請
し
た
保
険
期
間
の
営
農
計
画

か
ら
、
作
付
面
積
や
栽
培
品
目
、
栽
培
時
期
な
ど
の
変
更

が
生
じ
た
場
合
は
、
作
付
か
ら
１
か
月
以
内
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

事
故
発
生
は
「
遅
滞
な
く
」

　
収
入
減
少
に
つ
な
が
る
事
故
（
被
害
）
が
発
生
し
た
際

は
、
被
害
状
況
が
確
認
で
き
る
う
ち
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

  

ど
う
し
て
報
告
が
必
要
な
の
？

　
収
入
保
険
の
基
準
収
入
は
、
過
去
の
収
入
に
加
え
て
当

年
度
の
営
農
計
画
も
考
慮
し
て
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
営
農
計
画
の
変
更
に
よ
っ
て
基
準
収
入
も
変
更

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
事
故
発
生
の
報
告
が
保
険
期
間
終
了
後
に
な
る

と
、
収
入
減
少
と
な
っ
た
要
因
が
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
被

害
が
発
生
し
た
時
点
で
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
速
や
か

な
報
告
が
必
要
で
す
。

  

報
告
が
遅
れ
る
と
ど
う
な
る
？

　
営
農
計
画
変
更
、
事
故
発
生
の
通
知
が
遅
れ
る
と
、
保

険
金
等
の
支
払
額
が
減
額
と
な
っ
た
り
、
支
払
い
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
（
免
責
）。

　
保
険
金
等
を
正
確
に
算
出
す
る
た
め
、
営
農
計
画
の
変
更

や
事
故
が
発
生
し
た
際
は
速
や
か
に
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

正
し
い
農
地
情
報
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　

収
入
上
昇
特
例
、
規
模
拡
大
特
例
な
ど
を
適
用

す
る
場
合
は
、
収
入
保
険
の
加
入
内
容
と
農
地
の

正
確
な
情
報
の
照
合
が
必
要
で
す
。
農
地
の
面
積

な
ど
を
確
認
出
来
る

書
類
の
提
出
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
槌
町
で
発
生
し
た
林
野
火
災

被
害
を
受
け
た
方
の
各
種
期
限
が
延
長
で
き
ま
す

速
や
か
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

営
農
計
画
の
変
更・事
故
発
生

　

令
和
８
年
４
月
22
日
に
大
槌
町
で
発
生
し
た
林
野
火
災
に
よ
り
、
被
害
を
受
け
ら
れ
た
み

な
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手
で
は
、
大
槌
町
に
お
住
ま
い
で
被
害
を
受
け
た
方
を
対
象
に
、
農
業
保

険
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
対
応
し
ま
す
。希
望
す
る
方
は
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

営
農
計
画
の
変
更
や
事
故
が
発
生
し
た
時
は
、
速

や
か
な
報
告
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
農
地
の
情
報
を

正
確
に
把
握
す
る
た
め
、
農
地
の
地
名
地
番
、
面
積

な
ど
が
確
認
で
き
る
書
類
の
提
出
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

収
入
保
険

家
畜
共
済

園
芸
施
設
共
済

令
和
８
年
7
月
21
日
ま
で
延
長

令
和
８
年
7
月
31
日
ま
で
延
長

令
和
８
年
7
月
31
日
ま
で
延
長

令
和
10
年
4
月
21
日
ま
で
延
長

令
和
８
年
7
月
31
日
ま
で
延
長

令
和
10
年
4
月
21
日
ま
で
延
長

※
林
野
火
災
に
よ
る
損
害
で
、
１
年
以
内
の
復
旧
が
困
難
な
場
合

更
新
の
申
込
期
限

共
済
掛
金
等
払
込
期
限

共
済
掛
金
等
払
込
期
限

撤
去
ま
た
は
復
旧
に
か
か
る
通
知
義
務
期
間

共
済
掛
金
等
払
込
期
限

復
旧
義
務
履
行
期
間（
農
機
具
共
済
）

建
物
共
済
／
農
機
具
共
済

収入
保険

市
町
村
に
提
出
し
た

水
稲
生
産
実
施
計
画

書
や
固
定
資
産
台
帳

な
ど
で
農
地
情
報
が

分
か
り
ま
す

水稲の作付面積が
変わりましたよ

デジタルカメラやスマートフォ
ンなどで被害の状況が分かる
写真の撮影をお願いします

農地情報一覧の例
地名地番 面積 地権者

盛岡市１-１ 100.0a 共済 太郎

盛岡市１-２ 151.0a 〃

盛岡市２-１ 50.0a 共済 次郎
合　計 301.0a

役員による視察

水没した畑
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2

地域の話題をお届け

　

奥
州
市
前
沢
の
「
C
a
f
e
コ
★
メ

ル
シ
ー
」
で
は
自
家
産
の
米
粉
を
使
用

し
た
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
も
っ
ち
り
と
し
た
食
感
と
旬
の
果

物
な
ど
の
お
い
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
「
子
ど
も
が
独
立
し
て
米
が
余
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
、
使
い
道
を
考
え
て
い

ま
し
た
」
と
店
主
の
那
須
川
美
枝
さ
ん
。

夫
・
良
二
さ
ん
が
栽
培
し
た
ヒ
ト
メ
ボ

レ
を
米
粉
に
し
て
、
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
に

自
家
産
米
粉
で
も
っ
ち
り
食
感

し
ま
し
た
。

　

奥
州
市
産
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
、
１

年
を
通
し
て
生
地
に
練
り
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
４
月
か
ら
6
月
は
イ
チ
ゴ

を
使
用
。
生
ク
リ
ー
ム
と
一
緒
に
生
地

で
包
ん
で
提
供
し
ま
し
た
。

　

那
須
川
さ
ん
は
「
み
ん
な
が
集
ま
れ

る
場
所
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

お
店
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
居

心
地
の
い
い
場
所
を
提
供
し
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

1  「サラダクレープ（ツナ、ハム）」650円（税込み） 2  「デザートクレー
プやコーヒーも販売しています」と三船さん

　

普
代
村
に
あ
る
三
船
製
菓
店
で
は
、

４
月
か
ら
ク
レ
ー
プ
の
販
売
を
始
め
ま

し
た
。「
サ
ラ
ダ
ク
レ
ー
プ
」
に
は
、
地

元
で
採
れ
た
野
菜
を
使
用
。シ
ャ
キ
シ
ャ

キ
と
し
た
食
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

使
用
す
る
具
材
は
、
ツ
ナ
や
ハ
ム
の

ほ
か
、
普
代
村
で
栽
培
さ
れ
た
レ
タ
ス

と
キ
ュ
ウ
リ
で
す
。
同
店
の
三
船
美
和

子
さ
ん
は
「
採
れ
た
て
の
み
ず
み
ず
し

い
野
菜
を
仕
入
れ
て
、
そ
の
ま
ま
使
っ

て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
も
ち
も
ち

の
ク
レ
ー
プ
生
地
は
甘
さ
控
え
め
。
野

菜
の
お
い
し
さ
を
引
き
立
て
ま
す
。ト
ッ

ピ
ン
グ
の
フ
ラ
イ
ド
オ
ニ
オ
ン
と
ブ

ラ
ッ
ク
ペ
ッ
パ
ー
は
、
好
み
に
合
わ
せ

て
量
の
調
整
が
可
能
で
す
。

　
「
こ
の
商
品
を
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ

て
も
ら
っ
て
、
普
代
村
が
に
ぎ
や
か
に

な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。
毎
月
新
メ

ニ
ュ
ー
を
販
売
し
た
い
で
す
」
と
三
船

さ
ん
は
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

主
役
は
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
地
元
野
菜

普代村

1  「山菜ピザパン」1個180 円（税込み）2  「『販売を待っていた』とい
う声もいただいています」と佐々木さん

1  米粉のロールケーキ（左：ブルーベリーロール　右：イチゴロール）
400 円（税込み）　 2  「７月からはモモのケーキを販売予定です」と那
須川さん

1 1

2

下閉伊郡普代村13-128-1
【営業時間】
10：00～18：00
不定休

一関市厳美町字若神子241-2
TEL.0191-33-5022
【営業時間】
9：00～17：00
※販売期間は山菜の収穫時期が
終わるまでとなります

奥州市前沢古城字新山前78-2
【営業時間】
11：00～17：00
定休日／月・火・水曜日

　
「
地
元
産
の
材
料
を
使
っ
て
、
季
節
感

が
あ
る
パ
ン
を
作
り
ま
し
た
」
と
話
す

の
は
、
一
関
市
厳
美
町
に
あ
る
「
手
作

り
パ
ン
工
房
さ
く
ら
」
の
佐
々
木
幸
子

さ
ん
。
土
日
限
定
で
「
山
菜
ピ
ザ
パ
ン
」

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

山
菜
は
、
同
町
の
産
直
施
設
「
若
神

子
亭
」
で
販
売
し
て
い
る
ワ
ラ
ビ
、
シ

ド
ケ
、
行
者
に
ん
に
く
を
使
用
。
佐
々

木
さ
ん
は
「
め
ん
つ
ゆ
に
一
晩
付
け
込

ん
で
山
菜
に
下
味
を
つ
け
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。
直
径
10
㌢
ほ
ど
の
パ
ン

の
上
に
乗
せ
て
、
チ
ー
ズ
や
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
と
一
緒
に
１
９
０
℃
の
オ
ー
ブ
ン
で

15
分
ほ
ど
焼
き
上
げ
ま
し
た
。
山
菜
と

チ
ー
ズ
は
相
性
が
抜
群
。
ほ
ろ
苦
い
山

菜
の
香
り
が
口
の
中
に
広
が
り
ま
す
。

　
「
今
し
か
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
山

菜
の
魅
力
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
」

と
佐
々
木
さ
ん
。
山
菜
シ
ー
ズ
ン
が
終

わ
る
と
、
同
町
本
寺
地
区
の
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
を
使
っ
た
パ
ン
を
販
売
予
定
で
す
。

季
節
の
味
覚
を
パ
ン
に
乗
せ
て

1

三船製菓店

【販売先】
骨寺村荘園交流館

（若神子亭）

Cafeコ★メルシー

一関市

奥州市

　
「
香
ば
し
さ
と
深
み
の
あ
る
味
わ
い
で

す
」
と
話
す
の
は
「
農
家
パ
ン
Ｖ
Ｅ
Ｒ

Ｕ
Ｍ
」
の
羽
沢
茉
奈
さ
ん
。
古
代
小
麦

を
使
っ
た
手
作
り
パ
ン
を
、
オ
ン
ラ
イ

ン
の
完
全
予
約
制
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
に
父
の
実
家
が
あ
る
八
幡

平
市
に
移
住
し
た
羽
沢
さ
ん
。
か
つ
て

蔵
だ
っ
た
建
物
を
工
房
に
改
築
し
ま
し

た
。
小
麦
の
製
粉
に
は
、
石
臼
の
製
粉

機
を
使
用
。
自
作
の
石
窯
で
、
週
に
一

度
70
個
ほ
ど
の
パ
ン
を
焼
い
て
い
ま
す
。

古
代
小
麦
の
香
ば
し
さ
と
深
み

1

1  有機アインコーン（左）有機エンマー（右）各 1,300 円（税込み）　
2  「お客さんから反響の声をいただいて、より一層パン作りに力を入

れたいと思いました」と羽沢さん

2

TEL.080-1591-4843
※完全予約制。予約はＳＮＳまた
は電話で受付

農家パン Ｖ
ヴ ェ ル ム

ＥＲＵＭ
八幡平市 　

「
健
康
に
い
い
パ
ン
を
食
べ
て
ほ
し

い
」
と
羽
沢
さ
ん
。
パ
ン
作
り
に
使
用

す
る
の
は
、
ド
イ
ツ
か
ら
仕
入
れ
た
有

機
栽
培
古
代
小
麦
を
は
じ
め
、
岩
手
県

在
来
小
麦
や
ラ
イ
麦
な
ど
で
す
。
ま
た
、

羽
沢
さ
ん
自
身
も
農
薬
を
使
わ
ず
に
小

麦
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

羽
沢
さ
ん
は
「
農
業
は
ま
だ
ま
だ
勉

強
中
。
将
来
は
自
分
で
育
て
た
小
麦
だ

け
で
パ
ン
を
作
り
た
い
で
す
ね
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

営業時間と定休日の詳細
はインスタグラムから→

インスタグラム→

インスタグラム→
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※期限までに納入が無かった場合、加入の申し込みをしている方でも補償できなくなりますので、お早めに
納入をお願いします。

※大豆、そば共済の納入期限は祝日なので、令和８年度は翌営業日（7 月 21 日）までに納入すると期限内
納入となります

立札は、被害耕地
が分かるように立
ててください

期
限
ま
で
に

納
入
を
お
願
い
し
ま
す

立
札
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い

立札設置のポイント

水
稲・大
豆・そ
ば
共
済
掛
金

水
稲
被
害
申
告 　

水
稲
、大
豆
、そ
ば
の
共
済
掛
金
等
は
、期
限
ま
で
に
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

立
札
は
被
害
耕
地
が
分
か
る
よ
う
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
昨
年
は
干
害
が
多
く
発

生
し
ま
し
た
。
干
害
や
水
害
は
、
発
生
し
た
時
点
で
す
ぐ
に
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
被
害
申
告
を
し
た
方
に
は
立
札
が
配
布
さ
れ
ま
す
の

で
、
速
や
か
に
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
立
札
は
、
損
害
評
価
が
終
わ
る
ま
で
片
付
け
な
い
よ

う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

❶ 

立
札
を
透
明
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に

１
枚
ず
つ
入
れ
る

❷ 

稲
穂
よ
り
高
い
位
置
に
な
る
よ
う
に
立

て
る

❸ 

耕
地
の
境
目
に
は
立
て
ず
に
、
道
路
か

ら
見
え
る
場
所
に
立
て
る

日 月 火 水
2026年 月

木 金 土

納入
期限

納入
期限

大豆、そば

水 稲

農作物
畑作物
共済

被害申告  Ｑ ＆ Ａ

Ｑ 干害が発生したけど、被害申告は秋まで待ってもいい？

Ｑ 水稲の白未熟粒が見込まれる場合は？

Ｑ 収穫後の被害申告はできる？

Ａ すぐにお知らせください

Ａ 耕地の状態を確認して被害申告をしてください

Ａ 被害申告は必ず収穫前にし
てください

被害申告について、よくある質問をまとめました。

被害申告は各地区の共済部長さんを通して収穫期前に取りまとめをしますが、災害の種類によっ
ては、発生から時間が経過すると被害状況が確認できない場合があります。特に干害や水害など
は、発生した時点ですぐにＮＯＳＡＩへ連絡をお願いします。

出穂後（登熟期）に高温が続くと、白未熟粒が多くなる傾向があります。白未熟粒の発生が見込
まれる場合は、耕地の状態を注意して確認のうえ、被害申告をしてください。

収穫後の損害評価はできません。被害申告は収
穫前にお願いします。

田植え後に水不足となった水田 河川の氾濫によって水没した水田

被害耕地の収量を調査する損害評価員

干害や水害などは、発
生した時点ですぐにお

知らせください

干害や水害などは、発
生した時点ですぐにお

知らせください

水稲、大豆・そば共済掛金等納入期限
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　ＮＯＳＡＩ協会・ＮＯＳＡＩ岩手では、建物・農機
具共済の加入推進実績が優良な地区協議会、共済
部長のみなさまを表彰しました。建物・農機具共済
の普及にご尽力いただきありがとうございました。

優良地区協議会・
共済部長を表彰

令和７年度建物・農機具共済

災
害
に
便
乗
し
た

悪
質
商
法

実
は
身
近
に
あ
る
暮
ら
し
の
ト
ラ
ブ
ル
。

盛
岡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員

に
、特
に
相
談
が
多
い
ト
ラ
ブ
ル
例
と
、

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
の
注
意
点
な
ど
を
伺

い
ま
し
た
。

そのその 88

消
費
生
活
の

SS
OO
SS

　
「
保
険
金
を
使
え
る
」
な
ど
と
言
っ
て
災

害
に
よ
る
住
宅
等
の
修
理
を
勧
誘
す
る
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
は
、
60
号
で
ご
紹
介
し

ま
し
た
。
今
年
は
東
日
本
大
震
災
発
生
か

ら
15
年
目
で
す
が
、
保
険
金
に
関
す
る
こ

と
以
外
で
も
、
災
害
に
便
乗
し
た
悪
質
商

法
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
減
っ
て
い
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、「
す
ぐ
に
直
さ
な
い
と
雨
漏
り
す

る
」
な
ど
と
不
安
を
あ
お
ら
れ
て
高
額
な

契
約
を
し
た
、
工
事
内
容
が
ず
さ
ん
だ
っ

た
、
工
事
完
了
が
遅
れ
た
、
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
多
く
は
、
突
然
自
宅
を
訪
問
し

て
き
た
事
業
者
や
、「
無
料
で
点
検
す
る
」

と
い
っ
た
電
話
の
あ
と
に
訪
問
し
て
き
た

事
業
者
と
の
間
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

不
安
を
あ
お
ら
れ
高
額
契
約

　
そ
も
そ
も
消
費
者
が
、
修
理
の
必
要
性

や
、
修
理
費
用
が
適
正
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
の
は
難
し
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
こ

う
し
た
事
業
者
か
ら
は
見
積
書
を
も
ら

い
、
そ
の
う
え
で
そ
の
場
で
契
約
せ
ず
、

他
の
事
業
者
か
ら
も
見
積
書
を
と
っ
て
比

較
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
際

に
見
積
書
に
は
、
事
業
者
の
正
式
名
称
と

工
事
内
容
、
金
額
、
工
事
日
程
、
工
事
の

遅
延
や
や
り
直
し
の
場
合
の
取
り
決
め
な

ど
を
明
記
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

事
前
に
工
事
の
品
質
の
サ
ン
プ
ル
な
ど
も

見
せ
て
も
ら
う
と
安
心
で
す
。

　
な
お
、
訪
問
や
電
話
に
よ
り
契
約
し
た

場
合
、
契
約
書
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８

日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※困ったときは「消費者ホットライン188」へご相談ください。

事
業
推
進
功
績
者

表
彰 

（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
協
会
）

優
良
共
済
部
長

表
彰 

（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手
）

優
良
地
区
協
議
会

表
彰 

（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手
）

建
物
共
済
の
部

岩
手
町　
　
畑
中　
　
弘

遠
野
市　
　
菊
池　
兵
吉

二
戸
市　
　
舘
ヶ
沢
千
善

北
上
市　
　
菅
原　
初
朗

奥
州
市　
　
髙
橋　
義
隆

農
機
具
共
済
の
部

八
幡
平
市　
工
藤　
寿
典

　
　
　
　
　
三
浦　
明
広

　
　
　
　
　
田
村　
俊
彦

紫
波
町

　
　
梅
澤

　
昭
一

岩
手
町

　
　
畑
中

　
　
弘

八
幡
平
市

　
三
浦

　
明
広

　
　
　
　
　
齋
藤

　
　
勇

　
　
　
　
　
田
村

　
俊
彦

　
　
　
　
　
工
藤

　
寿
典

遠
野
市

　
　
菊
池

　
兵
吉

　
　
　
　
　
高
橋

　
幸
夫

軽
米
町

　
　
田
中

　
祐
典

二
戸
市

　
　
舘
ヶ
沢
千
善

北
上
市

　
　
菅
原

　
初
朗

　
　
　
　
　
髙
橋

　
幸
男

　
　
　
　
　
小
原

　
孝
志

　
　
　
　
　
柏
葉

　
勝
雄

奥
州
市

　
　
髙
橋

　
善
隆

　
　
　
　
　
高
橋

　
貞
信

　
　
　
　
　
渡
辺

　
　
賢

　
　
　
　
　
鈴
木

　
敏
秀

一
関
市

　
　
熊
谷

　
哲
哉

　
　
　
　
　
小
野
寺
博
之

※
敬
称
略

紫
波
町
河
東
地
区
協
議
会

北
上
北
地
区
協
議
会

他
の
事
業
者
と
比
較
検
討
を

　
分
娩
が
近
づ
い
て
く
る
と
、
外
陰
部
が

膨
れ
て
ゆ
る
む
、
尻
尾
の
付
け
根
の
両
側

が
へ
こ
む
、
乳
房
が
張
っ
て
く
る
、
外
陰

部
か
ら
ひ
も
状
の
粘
液
が
出
る
と
い
っ
た

兆
候
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
陣
痛
が
始
ま
る
と
、
食
欲
が
な
く
な
っ

た
り
、
寝
た
り
起
き
た
り
、
歩
き
回
っ
た

り
と
落
ち
着
き
が
な
く
な
り
、尾
を
振
り
、

糞
や
尿
の
回
数
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
陣
痛
が
強
ま
る
と
横
に
な
る
こ
と
が
多

く
な
り
、
第
一
胎
胞
が
現
れ
ま
す
。
こ
れ

が
破
れ
て
第
一
破
水
（
赤
褐
色
の
さ
ら
っ

と
し
た
液
）
が
起
こ
る
と
、第
二
胎
胞
（
足

胞
と
も
呼
ば
れ
ま
す
）
が
出
現
し
、
第
二

破
水
（
灰
白
色
の
粘
液
）、
続
い
て
胎
子

が
外
に
出
て
分
娩
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後

胎
盤
が
排
出
さ
れ
ま
す
（
後
産
）。

　
牛
の
分
娩
に
お
い
て
、頭
位
上
胎
向（
前

肢
と
頭
が
産
道
に
あ
る
）
と
尾
位
上
胎
向

（
逆
子
）
は
正
常
な
胎
位
と
な
り
ま
す
。

胎
位
の
見
分
け
方
は
、
頭
、
尾
に
触
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
確
実
で
す
が
、
手
が
届

か
な
い
場
合
は
肢
の
関
節
の
曲
が
る
向
き

で
判
断
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
頭
位
の

場
合
、
肢
の
関
節
、
球
節
と
前
膝
が
同
じ

方
向
に
曲
が
り
ま
す
。
逆
子
の
場
合
、
肢

の
関
節
、
球
節
と
飛
節
が
逆
方
向
に
曲
が

り
ま
す
。
背
骨
が
上
を
向
い
て
い
る
正
常

な
逆
子
の
場
合
は
異
常
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
分
娩
に
長
時
間
か
か
る
と
危
険
な
の

で
、
胎
位
を
確
認
し
介
助
し
ま
し
ょ
う
。

　
陣
痛
開
始
か
ら
６
時
間
経
過
し
て
も
何

も
現
れ
な
い
時
は
、
産
道
に
手
を
入
れ
て

基幹家畜診療所

吉
よ し だ

田 晴
は る か

香

み
て
異
常
が
な
さ
そ
う
な
ら
様
子
を
見
ま

し
ょ
う
。
肢
が
見
え
ず
に
頭
だ
け
出
て
い

る
、
前
肢
だ
け
で
産
道
に
頭
が
乗
っ
て
こ

な
い
、
後
肢
も
無
く
尾
し
か
触
ら
な
い
と

い
っ
た
異
常
な
胎
位
の
場
合
は
正
常
な
胎

位
に
戻
し
て
助
産
し
ま
し
ょ
う
。
助
産
し

て
も
娩
出
困
難
や
異
常
な
量
の
出
血
が
あ

る
場
合
、
分
娩
後
に
子
宮
脱
等
の
異
常
が

発
生
し
た
場
合
は
獣
医
に
往
診
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

　
母
牛
の
体
格
に
対
し
て
大
き
す
ぎ
る
種

雄
牛
は
授
精
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
早
す
ぎ
る
助
産
は
産
道
の
拡
張
が

追
い
付
か
ず
分
娩
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
胎
子
の
胎
位
と
生
存
確
認

を
行
い
、
分
娩
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

牛
の
分
娩
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　
牛
の
分
娩
は
畜
主
の
み
な
さ
ん
も
気
を
つ
か
う
と
思
い
ま
す
。
分
娩
事
故
を
防
ぐ
に
は
、
分
娩
の

特
徴
を
再
確
認
し
、
落
ち
着
い
て
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
娩
出
困
難
な
時
は
獣
医
師
に
往
診

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

正
常
な
分
娩
経
過

胎
位
の
見
分
け
方

異
常
な
分
娩
と
対
応

分
娩
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

診療の依頼や相談は
お近くのNOSAI
家畜診療所へ

TEL：0197-25-6909
遠野出張所  

TEL：0198-62-5322

基幹家畜診療所

県央家畜診療所
TEL：019-601-8125

※�当日の往診依頼は、午前８時
30 分から午前９時 30 分までで
す。この時間以外の往診依頼
は、急患を除き、原則として当
日中の往診はできませんのでご
了承ください

※�獣医師個人の自宅や携帯電話
に往診依頼などを直接すること
はご遠慮ください

※�土日祝日と夜間は、急患の受付
に限定させていただきます。ま
た、ご依頼に応えることができ
ない場合がありますのでご了承
ください
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いいつもおじいちゃんの農作業について行って、
見学しているという菫礼ちゃん。田んぼの「す

まっこ植え」で、ついに農作業デビューしました。
苗箱の土を小さくちぎって、おじいちゃんに苗を手
渡します。強風の中、手を泥だらけにしながら頑張
りました。裕二さんは「我が家のお米をいつもおい
しそうに食べてくれます。これからもいっぱい食べ
て元気に育ってほしいですね」と笑顔を見せました。

小原 菫
す み れ

礼ちゃん（3歳）　

北上市 和賀町
小原裕二(ゆうじ)さん、サチ子さんのお孫さん

名
義
変
更
お
忘
れ
な
く

　
経
営
移
譲
し
た
場
合
や
組
合
員
が

死
亡
し
た
場
合
な
ど
は
名
義
変
更
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
に
必

要
な
書
類
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
名

義
変
更
を
す
る
際
は
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

速
や
か
に
連
絡
を

　
加
入
し
て
い
る
農
業
保
険
に
関
連

す
る
被
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
速

や
か
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
加

入
内
容
の
変
更
が
あ
る
と
き
も
連
絡

が
必
要
で
す
。
連
絡
が
遅
れ
る
と
、

共
済
金
・
保
険
金
を
お
支
払
い
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
廃
業
な
ど
で
家
畜
を
保
有

し
な
く
な
っ
た
場
合
も
速
や
か
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

● �

被
害
…
風
水
害
、
雪
害
な
ど
の

自
然
災
害
や
病
虫
害
、
鳥
獣
害
、

火
災
な
ど

● ��

加
入
内
容
の
変
更
…
ハ
ウ
ス
の
被

覆
期
間
、
建
物
の
面
積
、
農
機

具
の
機
体
の
変
更
な
ど

● �

家
畜
の
異
動

　
［
死
亡
廃
用
共
済
］

　
牛
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度
（
以

下
、
ト
レ
サ
）
を
用
い
て
、
責
任
期

間
内
の
飼
養
頭
数
を
確
認
し
ま
す
の

で
、
牛
の
異
動
な
ど
は
速
や
か
に
ト

レ
サ
へ
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
［
疾
病
傷
害
共
済
］

　
子
牛
の
出
生
や
導
入
な
ど
で
共
済

金
額
の
変
更
を
希
望
す
る
場
合
は
、

異
動
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
治
療
中
の

牛
が
異
動
に
な
っ
た
場
合
は
、
か
か

り
つ
け
の
獣
医
師
に
必
ず
報
告
し
て

く
だ
さ
い
。

職
場
説
明
会
を
開
催
し

　
ま
す

　

令
和
９
年
度
一
般
職
職
員
採
用

（
高
卒
）
の
職
場
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、本
所
（
総

務
部
人
事
課
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

［
開
催
場
所
・
日
時
］

● �

県
南
基
幹
セ
ン
タ
ー

　
令
和
８
年
８
月
５
日
（
水
）

　
午
後
２
時
30
分
～

● �

県
北
基
幹
セ
ン
タ
ー

　
令
和
８
年
８
月
６
日
（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
～

● �

本
所

　
令
和
８
年
８
月
６
日
（
木
）

　
午
後
２
時
30
分
～

口
座
振
替
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い　

　
共
済
掛
金
等
の
納
入
に
つ
い
て
は
、

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
か
ら

の
納
入
も
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

表
紙
モ
デ
ル
募
集
中　

　
広
報
紙
の
表
紙
モ
デ
ル
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
か
わ
い
い
お
子
さ
ん（
ま

た
は
お
孫
さ
ん
）
と
広
報
紙
の
表
紙

を
飾
り
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、
本

所
（
総
務
部
シ
ス
テ
ム
広
報
課
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
紙
№
66
（
令
和
８
年
６
月
発

行
）
の
４
ペ
ー
ジ
の
図
の
表
記
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
左

記
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

【
誤
】21
区
分（
疾
病
傷
害
共
済
の
場
合
）

【
正
】21
区
分（
死
亡
廃
用
共
済
の
場
合
）

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　
２
人
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

● �

県
北
基
幹
セ
ン
タ
ー

　
佐
々
木
克
俊
（
宮
古
地
域
課
）

　
蒲
野　
敏
則
（
総
務
課
）

結いの大地

からのお知らせ

　

地
元
の
山
谷
獅
子
踊
り
保
存
会
に
所
属
し
、
獅
子
と
太
鼓
を
担

当
し
て
い
る
菊
池
さ
ん
。
中
学
校
の
行
事
で
初
め
て
獅
子
踊
り
に

触
れ
、
成
人
後
に
保
存
会
が
立
ち
上
が
っ
て
以
来
、
長
年
活
動
を

続
け
て
き
ま
し
た
。

　

保
存
会
で
は
前
会
長
を
務
め
る
な
ど
中
心
的
な
存
在
と
し
て
活

動
し
、
毎
年
保
存
会
の
仲
間
と
と
も
に
、
獅
子
頭
に
付
け
る
カ
ン

ナ
ガ
ラ
（
獅
子
の
髪
の
毛
）
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
獅
子
頭
の
修

繕
も
す
る
菊
池
さ
ん
。「
他
団
体
の
獅
子
頭
の
修
繕
も
行
っ
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

山
谷
獅
子
踊
り
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、
地
元
の
祭
り
や

地
域
行
事
等
に
参
加
し
て
、
獅
子
踊
り
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
菊

池
さ
ん
は
「
自
分
の
踊
り
を
動
画
で
撮
影
し
て
確
認
し
て
い
ま
す
。

踊
り
終
え
た
後
の
仲
間
と
の
打
ち
上
げ
は
楽
し
い
で
す
ね
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
し
た
。

NOSAIの
ご紹介します

はがきでご応募ください

�「3000」でした。たくさんのご応募ありがとうございました。
当選者の発表は、図書カードの発送をもって代えさせていた
だきます。

問 題   総代の定数を230人から○○○
人に変更します。 ○○○に当てはまる数字
をお答えください。　 （ヒント：３ページ）

必要事項をご記入の上、ご応募
ください。正解者の中から抽選
で５名の方に、図書カード（1,000
円分）をプレゼントします。

応募方法
①クイズの答え ②郵便番号 ③
住所 ④氏名 ⑤年齢 ⑥電話番号 
⑦ NOSAI や広報紙への意見・
感想・質問など、ご自由にお書き
ください（氏名を省略して本紙
に掲載させていただく場合があ
ります）。
※�応募によって得られた個人情

報は、図書カードの発送と広
報紙作成の参考意見とする以
外の目的には利用しません

記　入

令和8年8月15日（当日消印有効）

応募締切

〒025－0025 
花巻市下根子821番地
NOSAI いわて「クイズ」係

応募先

読者読者
クイズクイズ

図

書カ
ードが当たる

臨時総代会で、各営業所をオンラインでつ
ないで議決している写真を見ました。まさ
に時代だと思いました。	 	
	 【盛岡市 Nさん】

結いの食卓、おしゃれで勉強になります
ね。県内の生産者さんに感謝しています。
　� 【奥州市 Yさん】

七色人参や他の野菜も入れてサラダを作
り、様々な野菜を食べてみたいです。	 	
	 【一関市 Sさん】

表紙がほのぼのしていて心が温かくなりま
した。子育ての参考にしますね。	
� 【二戸市 Hさん】

クイズと一緒に寄せられた感想の一部を
紹介します

NOSAIいわてNOSAIいわて

おたより広場

今
月
の
表
紙

山や

ま

や谷
獅
子
踊
り
を

継
承
し
た
い

遠
野
市
小
友
町  

菊き
く
ち池 

仙せ
ん
い
ち一

さ
ん（
72
）

［
共
済
部
長
歴
12
年
］

6月号の
答え 

暑い日が続くようになりましたね☀帽子などで
日差しを避けて、こまめな水分補給や十分な
睡眠・休息で、熱中症に備えましょう！体調が
悪い時は無理せずすぐに休んでくださいね！

熱中症に注意しよう！
ノーサイくんのひと休み

インスタグラムはコチラ
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